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概要・質疑

議案
第56号

角
田
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

議案
第53号

角 

田 
市 
一 
般 

会 

計 

補 

正 

予 

算
（ 

第 

３ 

号 

）

申
告
相
談
予
約
受
付
業
務
を

開
始
す
る
と
あ
る
が
、
１
日

の
平
均
人
数
や
申
告
相
談
に
費
や

す
時
間
を
ど
れ
く
ら
い
と
見
込
ん

で
い
る
か
。

１
日
の
平
均
人
数
は
１
２
０

人
程
度
、
１
人
あ
た
り
の
申

告
相
談
の
時
間
は
申
告
相
談
内
容

に
も
よ
る
が
平
均
30
分
程
度
と
見

込
ん
で
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で

受
付
人
数
を
平
準
化
す
る
た
め
に

受
付
日
ご
と
に
地
区
を
限
定
し
て

い
た
が
、
事
前
予
約
制
を
採
用
す

る
こ
と
で
、
地
区
割
が
不
要
と
な

る
。
住
ん
で
い
る
地
区
に
関
わ
ら

ず
、
空
き
枠
が
あ
れ
ば
予
約
が
可

能
と
な
る
。

※
申
告
相
談
時
の
混
雑
解
消
と
待

ち
時
間
短
縮
な
ど
を
図
る
た
め
、

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
予
約
可
能
と
す
る
申
告
相
談
予

約
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
の
業
務
委

託
を
行
う
も
の
。

　
専
用
電
話
を
設
置
し
、
シ
ス
テ

ム
で
の
予
約
操
作
が
困
難
な
方
を

対
象
に
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
代
理

で
予
約
と
登
録
を
す
る
も
の
。

予
定
工
期
が
令
和
８
年
12
月

か
ら
令
和
９
年
12
月
ま
で
と

な
っ
て
い
る
が
、
仮
設
ト
イ
レ
の

設
置
は
必
要
な
い
の
か
。

予
約
の
操
作
が
困
難
な
市
民

を
対
象
に
、
専
用
回
線
を
設

問

問

問 答 賦
課
徴
収
費

市
県
民
税
申
告
相
談
予
約
受
付
業
務
委
託
料
※

公
園
管
理
費

台
山
公
園
ト
イ
レ
改
築
工
事
費

自由討議

　第439回定例会は９
月２日から９月30日
までの29日間の会期
で開かれました。
　市長から提案のあっ
た条例の改正、補正予
算、令和７年度各種会
計決算などの議案13
件を審議し、原案のと
おり可決・認定しまし
た。
　一般質問では、11
人の議員が市政全般に
わたり論戦を繰り広げ
ました。
　また、議員提出議案
が１件提出され、原案
のとおり可決しました。

定例会
第439回

９月

補正予算の詳細は
こちら

議案第60号

議案第53号から
議案第56号まで

▲今回改築する台山公園トイレ

今
回
の
検
討
で
比
較
対
象
と

な
る
事
業
手
法
は
ど
の
よ
う

な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
か
。

①
設
計
・
施
工
・
維
持
管
理

を
個
別
に
発
注
す
る
従
来
方

式
、
②
設
計
段
階
か
ら
施
工
事
業

者
を
参
画
さ
せ
る
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
、

③
民
間
事
業
者
が
資
金
を
調
達
し
、

設
計
・
施
工
・
維
持
管
理
を
一
括

し
て
発
注
し
た
上
で
長
期
契
約
を

締
結
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
、
④
自
治

体
が
資
金
を
調
達
し
、
設
計
・
施

工
を
一
括
し
て
発
注
す
る
Ｄ
Ｂ
方

式
、
⑤
自
治
体
が
資
金
を
調
達
し
、

設
計
・
施
工
・
維
持
管
理
を
一
括

し
て
発
注
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
想

定
し
て
い
る
。

高
齢
者
生
き
が
い
活
動
促
進

事
業
補
助
金
と
し
て
２
０
０

万
円
が
全
額
国
庫
支
出
金
で
措
置

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
事
業
の
拡

大
は
見
込
め
な
い
も
の
か
。

本
事
業
は
応
募
式
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
目
的
は
住
民
主
体
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
に
資
す
る
活
動

の
環
境
整
備
に
対
す
る
補
助
で
あ

る
た
め
、
地
域
の
介
護
予
防
の
整

備
と
し
て
各
地
域
の
団
体
に
普
及

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
加

え
、
自
治
セ
ン
タ
ー
・
地
区
振
興

協
議
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
に
周

知
を
行
い
、
他
の
団
体
を
募
っ
て

い
る
。

問

問

答

答

学
校
建
設
費

新
中
学
校
整
備
事
業
手
法
検
討
業
務
委
託
料

一
般
介
護
予
防
事
業
費

高
齢
者
生
き
が
い
活
動
促
進
事
業
補
助
金

台
山
公
園
内
に
は
ト
イ
レ
が

５
カ
所（
ス
ペ
ー
ス
タ
ワ
ー・

コ
ス
モ
ハ
ウ
ス
内
を
含
む
）
あ
り
、

今
回
の
工
事
は
そ
の
う
ち
の
１
カ

所
で
、
多
目
的
広
場
の
脇
に
設
置

し
て
い
る
ト
イ
レ
の
更
新
で
あ
る
。

残
り
の
４
カ
所
の
ト
イ
レ
で
対
応

い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
判

断
し
、
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
は
し

な
い
。

八
島　
定
雄
▼
学
校
施
設
の

基
本
設
計
は
、
生
徒
の
多
様

化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

ゆ
と
り
あ
る
空
間
と
潤
い
を

持
っ
て
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
、
仲
間
と
の
関
り

の
中
で
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学

習
お
よ
び
生
活
の
場
と
し
て

快
適
な
居
場
所
を
考
慮
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
、

採
光
、
通
風
、
室
温
、
音
の

影
響
等
に
考
慮
し
た
良
好
な

環
境
条
件
を
確
保
す
る
こ
と
。

瀧
口　
聖
人
▼
将
来
の
変
化

に
対
応
で
き
る
「
可
変
性
」

を
持
た
せ
る
こ
と
。
学
校
は

50
年
、
60
年
と
使
う
可
能
性

が
あ
る
が
、
現
在
の
児
童
生

徒
数
や
教
育
方
法
だ
け
を
基

準
に
す
る
と
、
将
来
使
い
に

く
い
学
校
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
変

え
ら
れ
る
学
校
」「
使
い
方

を
変
え
ら
れ
る
学
校
」
を
求

め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。

戸
村
眞
喜
夫
▼
当
局
か
ら
今

後
、
具
体
的
提
案
が
議
会
に

提
出
さ
れ
る
の
で
、
都
度
、

議
論
し
て
い
く
こ
と
が
議
会

の
責
務
だ
。
学
校
教
師
を
退

任
し
た
方
に
よ
る
と
生
徒
が

つ
学
校
。
計
画
の
段
階
か
ら
、

箱
の
中
身
を
子
ど
も
た
ち
と

シ
ェ
ア
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
通
い
続
け
る
に
は
外
観

も
大
切
。「
か
っ
こ
い
い
」「
通

い
た
い
！
」
と
い
う
日
本
に

１
つ
の
宇
宙
の
中
学
校
を
。

齋
藤　
　
強
▼
新
中
学
校
建

設
は
、
地
震
や
台
風
被
害
に

備
え
た
設
計
で
、
安
全
で
安

心
な
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
な
校
舎
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
新
中
学
校
の
整
備
に

関
す
る
基
本
方
針
を
教
育
委

員
会
で
示
し
た
が
、
ハ
ー
ド

面
だ
け
で
な
く
、
や
は
り
ソ

フ
ト
面
が
大
事
か
と
思
う
の

で
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
教

育
方
針
な
ど
も
同
時
並
行
で

見
直
せ
れ
ば
と
考
え
る
。

菊
地　
利
衛
▼
子
ど
も
た
ち

の
多
様
性
は
無
限
大
だ
と
考

え
て
い
る
の
で
、
全
て
の
要

件
を
吸
収
で
き
る
よ
う
な
学

校
を
作
る
こ
と
は
無
理
と
言

う
ほ
か
に
な
い
。
さ
ら
に
、

今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の

教
育
現
場
へ
の
出
現
で
急
速

に
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

学
校
は
、
建
物
よ
り
中
身
が

重
要
だ
。
教
育
委
員
会
で
さ

ま
ざ
ま
な
調
査
を
し
た
上
で

自
分
の
欲
求
が
実
現
で
き
る
、

承
認
し
て
も
ら
え
る
居
場
所

が
あ
る
な
ど
が
重
要
と
の
こ

と
。
ま
た
、
ど
ん
な
教
育
環

境
の
変
化
に
も
耐
え
う
る
、

機
能
性
を
重
視
し
た
設
計
が

必
要
だ
。
例
え
ば
、
毎
日
掃

除
が
し
や
す
い
設
計
が
よ
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

武
藤　
広
一
▼
子
ど
も
が
通

い
た
く
な
る
学
校
は
、
勉
強

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
楽
し
く
、

友
達
や
先
生
と
の
関
係
が
充

実
し
て
い
る
学
校
。
通
い
た

く
な
い
学
校
は
こ
の
真
逆
。

計
画
に
書
か
れ
た
理
念
の
実

現
は
、
教
師
を
信
頼
し
任
せ

る
こ
と
が
大
事
。

　
議
会
が
執
行
部
に
求
め
る

も
の
は
、
節
目
に
全
員
協
議

会
や
所
管
の
常
任
委
員
会
で

報
告
を
し
、
市
民
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
。
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
要
求

す
る
。

菅
野　
マ
ホ
▼
「
人
が
減
っ

た
か
ら
新
し
い
学
校
を
創

る
」
で
は
な
く
「
今
、
必
要

が
あ
っ
て
角
田
市
に
特
別
な

学
校
を
創
る
！
」
と
い
う
名

の
下
に
、
子
ど
も
た
ち
が
ワ

ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
し
て
待

学
校
の
設
計
を
す
る
の
で
あ

れ
ば
そ
れ
を
支
持
し
た
い
。

渡
邊　
　
誠
▼
今
回
の
中
学

校
建
設
に
つ
い
て
は
、
当
局

で
最
先
端
の
情
報
を
も
っ
て

計
画
が
策
定
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
計
画
を

見
て
判
断
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
昨
今
の
中
学

校
教
育
の
課
題
に
対
し
十
分

に
配
慮
し
進
め
る
べ
き
も
の

と
考
え
る
が
、
指
摘
さ
れ
て

い
る
課
題
は
ソ
フ
ト
面
の
見

直
し
、
充
実
が
必
要
か
と
感

じ
て
い
る
。

柄
目　
孝
治
▼
討
議
に
供
さ

れ
た「
通
い
た
く
な
る
学
校
」

な
ど
と
新
中
学
校
建
設
基
本

設
計
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と

に
は
無
理
が
あ
る
と
思
う
。

設
計
に
関
し
て
は
、
教
育
委

員
会
を
は
じ
め
専
門
家
な
ど

経
験
値
が
豊
か
な
実
績
か
ら

活
動
空
間
の
確
保
に
向
け
た

配
慮
が
な
さ
れ
、
保
護
者
や

市
民
の
意
見
を
基
に
基
本
設

計
に
反
映
す
る
と
い
う
信
頼

の
置
け
る
取
り
組
み
に
ゆ
だ

ね
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
う
。

※
議
席
番
号
順
に
掲
載

～発言者および発言内容は次のとおりです～

【
通
告
者
】
齋
藤　
克
敏

　
新
中
学
校
は
令
和
13
年
度
に
開

校
予
定
で
、
国
が
学
び
の
内
容
を

定
め
る
次
期
学
習
指
導
要
領
が
中

学
校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
年
度
と

重
な
る
。
校
舎
は
60
年
以
上
使
わ

れ
、
床
面
積
や
柱
の
配
置
は
後
か

ら
変
え
ら
れ
な
い
。
本
市
の
不
登

校
率
は
中
学
校
で
９
・
98
％
、
お

よ
そ
10
人
に
１
人
で
全
国
平
均
を

上
回
る
。
設
計
が
固
ま
れ
ば
変
更

は
困
難
だ
。
学
校
は
勉
強
す
る
だ

け
の
場
所
で
は
な
く
、
多
様
な
人

と
の
関
わ
り
の
中
で
人
間
関
係
を

学
ぶ
場
で
も
あ
る
。

　
こ
の
事
業
を
建
物
の
更
新
で
は

な
く
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
、

公
教
育
が
転
換
す
る
契
機
と
捉
え
、

３
点
を
問
う
。

①
子
ど
も
の
目
線
か
ら
、
通
い
た

く
な
る
学
校
、
通
い
た
く
な
く
な

る
学
校
と
は
ど
ん
な
学
校
か
。

②
計
画
に
あ
る
「
多
様
な
学
び
に

対
応
す
る
」
理
念
は
、
ど
う
す
れ

ば
実
現
す
る
か
。

③
基
本
設
計
に
向
け
て
、
議
会
は

執
行
部
に
何
を
求
め
る
べ
き
か

（
居
場
所
・
可
変
性
・
子
ど
も
の

声
の
反
映・市
民
へ
の
説
明
な
ど
）。

　
議
員
各
位
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

「新中学校整備について
～基本設計に向けて、議会として何を求めるか～」

自 討由 議

答

置
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
代
理
で

予
約
を
登
録
と
あ
る
が
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
何
人
体
制
か
。

現
時
点
で
５
回
線
５
人
を
想

定
し
て
い
る
。

答

3 かくだ市議会だより 238号 2かくだ市議会だより 238号



令和7年度　決算を 認
定

依
存
財
源

101億8,934万円
（41.9％）

自
主
財
源

141億393万円
（58.1％）

歳入 歳出

●①

●②

●③

●④ ●⑤

●⑥

●⑦

●⑧
●⑨
●⑪

●①

●②

●③

●④

●⑤
●⑥
●⑦
●⑧●⑨ ●⑩

250億

200億

150億

100億

50億

0

●⑩

決算審査特別委員会

　市の予算は使って終わりではありません。「何のために」「どのように集めたのか」「どのように使ったのか」「事
業の成果はどうだったのか」など、議会はその内容について審査をします。
　９月定例会では、議会選出監査委員を除く14人の議員で構成する決算審査特別委員会（湯村勇委員長、日下七
郎副委員長）を設置し、令和７年度決算の審査を行いました。前年度の予算の使い方が適正かつ効率的であった
かを確認し、一般会計、特別会計及び企業会計いずれの議案も認定しました。

※金額は１万円未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

一  般  会  計

会　　計 歳　　入 歳　　出

水 道
事 業

収益的収支 9億9,513万円 9億7,844万円

資本的収支 4,189万円 3億4,259万円

下水道
事 業

収益的収支 10億9,103万円 9億5,609万円

資本的収支 10億1,468万円 11億8,378万円

企 業 会 計

会　　計 歳　　入 歳　　出
国民健康保険事業 33億3,925万円 31億9,876万円

後期高齢者医療 4億8,930万円 4億8,589万円

介 護 保 険 33億2,450万円 32億8,284万円

産業用地造成事業 500万円 500万円

東 根 財 産 区 11万円 11万円

特 別 会 計

◀決算概要の
　詳細はこちら

　令和７年度の一般会計の決算額は、前年度
と比較して、歳入は28億2,497万円（13.2％）
の増額、歳出は27億3,683万円（13.1％）の
増額となっています。
R歳入の増額の主な要因
　�　ふるさと納税寄附金や各種基金からの繰
入金のほか、市税において収入増となって
います。

R歳出の増額の主な要因
　�　橋りょう維持補修事業や公債費償還元金、
各種基金への積立てなどによるものです。

【一般会計決算の概要】

242億9,328万円
歳入（入ってきたお金）

①市　　　税 38億6,537万円（15.9％）

②寄　附　金 57億5,729万円（23.7％）

③繰　入　金 36億　568万円（14.8％）

④繰　越　金 4億2,431万円（1.7％）

⑤使 用 料 等 4億5,128万円（1.9％）

⑥地方交付税 46億5,223万円（19.2％）

⑦国庫支出金 22億5,966万円（9.3％）

⑨県 支 出 金 10億7,021万円（4.4％）

⑧市　　　債 10億1,910万円（4.2％）

⑩地方消費税交付金 8億　233万円（3.3％）

⑪そ　の　他 3億8,581万円（1.6％）

歳出（使ったお金）
235億8,220万円

①総　務　費 88億4,210万円（37.5％）

②民　生　費 51億7,523万円（21.9％）

③教　育　費 25億1,326万円（10.7％）

④土　木　費 20億　674万円（8.5％）

⑤公　債　費 18億1,679万円（7.7％）

⑥衛　生　費 10億7,956万円（4.6％）

⑦農 林 業 費  8億9,552万円（3.8％）

⑧消　防　費 6億7,092万円（2.8％）

⑨商　工　費 4億　781万円（1.7％）

⑩そ　の　他 1億7,428万円（0.7％）

決算審査特別委員会

本 会 議 で の 討 論

決算審査特別委員会での質疑

国民健康保険事業特別会計

問�　国民健康保険税の収納率が増加した要因は。
答�　未納者に対する電話催告や差し押さえなどを実
施したほか、不納欠損処分を行ったことによるも
の。

【現地調査】
　令和７年度決算に係る審査の参考とするため、総
合保健福祉センター大規模改修工事、赤生地区水路
整備工事（写真）、道の駅かくだ地域振興機能施設
改修工事など市内数箇所で現地調査を行いました。

問�　寄附額に占める費用割合が昨年度と比較すると
２ポイント程度増加しているがその理由は。
答�　競争力を確保するため、
寄附金額に対する返礼品
代の割合を増やした。
　�　また、令和７年度はク
ラウドファンディングに
よる寄附に力を入れた結
果、それに伴いウェブ掲
載手数料が増加した。

問�　令和７年度から市内の小中学校で導入したＡＩ
ドリルの「すららドリル」とはどのようなものか。
答�　一人一人の学力に合わせた問題がＡＩによって
出題される仕組みとなっている。ＡＩドリルを使
用することで、どこまで習得しているかなどをＡ
Ｉが判断し、つまずきなどがあればその改善が図
られるもの。

問�　３割増商品券の共通券、専用券の利用状況は把
握しているか。
答�　大・中規模店は共通券が約18万7,000枚で
9,370万円ほど、小規模店は共通券、専用券合わ
せて約25万3,000枚で１億2,600万円ほど利用さ
れている。

　デジタル改革推進事業、総合保
健福祉センター改修事業、児童手当
等支給事業、橋りょう維持補修事業、
災害対策事業（防災行政無線システ
ム整備工事費）など、市民生活に必
要な、即応した対策が講じられてい
る。特に、歳入面では市税などの収
入率が95.69％となり、前年度と比
べ0.16ポイント上昇し、収入増が図

られている。ふるさと納税寄附金は前年度より８億円増
え約57億円を確保し、市税約38億円を超え、ふるさと
応援基金に約29億円の積み立てを行い、基金残高は前
年度と比較して約11億円増加し、健全で持続可能な
財政基盤の確立に努めている。当局に感謝し、賛成する。

　デジタル技術に伴う危険性に根本
から向き合わず、「デジタル化あり
き」で推し進め、地方への押し付
けは大問題。避難所指定の体育館
などへの空調設備設置は、据付式
を100％目指すべき。独自の学力テ
ストに年間約200万円は、「災害級」
とも言える不登校問題へ再配分すべ
き。国民健康保険および介護保険は、
地方自治体の努力に依存することなく、負担軽減策な
ど、被保険者の診療を受ける権利、健康権がしっかり
と保障される制度へ転換が必要。後期高齢者医療保険
は、負担増を我慢するのか、医療を受けるのを制限す
るのか迫る害悪が本格化。以上のことから反対する。

賛　 成
瀧口　聖人

反　 対
八島　定雄

◀�

令
和
７
年
度
実
施
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
現
在

は
募
集
を
終
了
し
て
い
ま
す
）

水道事業会計

問�　有収率（※）が昨年度より8.3ポイント上回っ
た背景は。
答�　令和６年度末に北角田中学校付近の大規模な漏
水箇所を特定したこと。令和７年度からは市内を
11の排水ブロックに分け、監視・漏水調査を行っ
たことにより、高倉、枝野の２カ所の漏水箇所を
特定できたことが有収率の上昇につながった。

（※）給水した水量がどの程度収益につながっているかを表す。

一般会計
歳　出

商　工　費
（地域消費喚起緊急支援事業）

一般会計
歳　出

教　育　費
（学力向上推進事業）

総　務　費
（ふるさと納税事業）

一般会計
歳　出

45 かくだ市議会だより 238号かくだ市議会だより 238号



一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

議案審議結果

審議結果一覧
� 〇…賛成　×…反対　－…退席又は欠席　　議長（馬場　道晴）は採決に加わらない。

提　
出　
者

議案
番号 件　　　　　名 審議結果

（賛成：反対）

会派一心 かくだ未来
倶楽部 会派翔誠 日本共産党

角田市議団
無会派

（会派に所属しない議員）
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瀧
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柄
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孝
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市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議案
第48号 角田市認可地縁団体印鑑条例の一部改正について 可決

（14：0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第49号

角田市廃棄物の減量及び適正処理並びに環境美化の促
進に関する条例の一部改正について

可決
（14：0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第50号

角田市損失補償契約に係る回収納付金を受け取る権利
の放棄に関する条例の一部改正について

可決
（14：0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第51号 角田市景観条例の一部改正について 可決

（14：0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第52号

角田市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例
の一部改正について

可決
（14：0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第53号 令和８年度角田市一般会計補正予算（第３号） 可決

（11：3） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

議案
第54号

令和８年度角田市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号）

可決
（14：0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第55号

令和８年度角田市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

可決
（14：0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第56号 令和８年度角田市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決

（14：0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第57号

令和７年度角田市一般会計及び各種特別会計歳入歳出
決算の認定について

認定
（12：2） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

議案
第58号 令和７年度角田市水道事業会計決算の認定について 認定

（14：0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第59号 令和７年度角田市下水道事業会計決算の認定について 認定

（14：0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第60号 令和８年度角田市一般会計補正予算（第４号） 可決

（14：0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
議会案
第３号

地方自治法第180条第１項の規定に基づく市長の専決
処分指定事項の一部変更について

可決
（10：4） × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

質
問
議
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（
質
問
順
）
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頁

菊
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代
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騰
に
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る
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に
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7

渡
邊　
　
誠

人
口
減
少
の
実
態
と
関
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つ
い
て

8

星　
　
隆
悦

角
田
市
新
中
学
校
整
備
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計
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案
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て
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齋
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克
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札
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市
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視
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え
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児
童
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徒
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の
家
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強
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菅
野　
マ
ホ
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２
０
２
６
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・
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ベ
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」
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つ
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政
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民
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日
下　
七
郎

角
田
市
防
災
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減
災
構
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関
す
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こ
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い
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そ
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質
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宮
城
県
管
理
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内
町
堀
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上
流
の
流
水
断
面
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㎥
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ｓ
を
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㎥
／
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改
め
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こ
と
に
つ
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齋
藤　
　
強

高
齢
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世
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安
心
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安
全
な
暮
ら
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守
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た
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ゴ
ミ
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瀧
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聖
人

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
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ル
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点
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て

11
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市
に
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け
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害
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に
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補
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健
康
寿
命
の
延
伸
へ
」
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12
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眞
喜
夫
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の
新
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就
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者
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に
つ
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　一般質問とは、角田市のさまざまな課題などについて、市長や教育長などに対し、事務の執行や将来の
考えを質すことです。質問は一問一答で、議員１人につき30分以内（答弁時間は含めない）で行われます。
　質問した議員ごとに要約してお知らせします（その他の質問の要約は掲載されておりません。）。
　詳細は、各議員名の下の二次元コードを読み込むと、録画映像をご覧いただけます。

一 般 質 問

７月〜９月 延べ 2,172人
インターネット録画中継視聴者数

傍　聴　者　数 10人
インターネットライブ中継視聴者数 延べ 474人

第438回臨時会・第439回（令和8年9月）定例会

　インターネットを利用してパソコン・ス
マートフォン・タブレット端末でライブ中
継がご覧になれます。
　また、インターネットによる録画中継の
配信も行っています。

ライブ・録画配信をやっています

角田市議会　映像配信 検索

▲提出方法

請願・陳情の提出期限は
11月30日（月）まで
　議会招集日の７日前までに提出された「請願」や
「陳情」は、その定例会中に審議されます。

議会だより第237号（８月号）
モニターアンケート結果
アンケート結果の一部をお知らせします。
Ｑ ８月号で興味を持った記事（表紙を除く）はありましたか。
　 （複数回答可）
１．２・３ページ：定例会の概要・質疑・討論� ５人
２．３ページ： 農業委員会委員の任命・議員表彰� １人
３．４ページ：議案審議結果・意見書提出� ４人
４．５ページ：一般質問項目� ６人
５．６～12ページ：一般質問内容� ８人
６．12ページ：行政視察報告� ５人
７．13ページ：政務活動費収支報告等� ２人
８．14ページ：表紙募集・９月定例会の予定� ４人
９．興味を持った記事はなかった� ０人

◀
詳
細
は

　
こ
ち
ら

議
員
▼
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、

本
市
の
人
口
減
少
率
は
県
平

均
よ
り
大
幅
に
高
い
。
特
に

若
い
世
代
が
減
少
し
て
い
る
。

そ
の
要
因
は
、「
仕
事
と
ま

ち
な
か
の
魅
力
に
欠
け
て
い

る
」
か
ら
と
の
認
識
は
あ
る

か
。

市
長
▼
第
三
次
産
業
は
少
な

い
。
ま
ち
な
か
の
魅
力
に
つ

て
も
若
者
を
引
き
つ
け
る
意

味
で
は
弱
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
▼
国
内
外
の
企
業
に
設

備
投
資
の
動
き
が
あ
る
。
さ

ら
に
東
北
経
済
産
業
局
や
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
角
田
宇
宙
セ
ン
タ
ー

の
支
援
に
よ
る
宇
宙
産
業
の

誘
致
な
ど
、
本
市
の
企
業
誘

致
環
境
は
こ
れ
ま
で
に
な
い

ほ
ど
チ
ャ
ン
ス
に
満
ち
て
い

る
が
受
皿
は
充
分
か
。

市
長
▼
受
皿
は
現
在
な
い
の

で
準
備
し
て
い
く
。

議
員
▼
宇
宙
産
業
を
根
付
か

せ
る
事
業
は
既
に
始
ま
っ
て

い
る
の
に
、
産
業
用
地
な
ど

の
受
皿
が
な
い
の
は
計
画
性

が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
危

機
感
は
な
い
の
か
。

市
長
▼
危
機
感
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
具
体
化
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
い
る
。

議
員
▼
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ

る
と
は
言
え
、
自
治
体
間
の

競
争
な
の
で
優
遇
制
度
も
含

め
て
早
急
に
対
応
す
べ
き
だ
。

市
長
▼
理
解
は
し
て
い
る
。

議
員
▼
地
域
の
事
業
所
数
が

激
減
し
て
い
る
こ
と
も
人
口

減
少
の
要
因
だ
。
地
域
産
業

の
足
腰
・
経
営
体
質
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。

市
長
▼
状
況
を
把
握
し
寄
り

添
っ
て
い
く
。

議
員
▼
地
域
産
業
の
足
腰
を

強
め
る
た
め
に
、
高
度
な
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
し
て

も
ら
え
る
相
談
・
ア
ド
バ
イ

ス
機
能
を
創
設
す
べ
き
だ
。

市
長
▼
相
談
・
指
導
を
貰
う

体
制
を
早
急
に
整
え
た
い
。

議
員
▼
若
い
世
代
の
定
住
促

進
を
図
る
た
め
「
ま
ち
な
か

の
魅
力
」
を
増
す
こ
と
も
重

要
だ
。
道
の
駅
へ
の
集
客
は

増
え
て
い
る
が
、
県
の
観
光

統
計
に
よ
れ
ば
そ
れ
以
外
へ

の
観
光
客
数
は
減
少
し
て
い

る
。
ま
ち
な
か
に
、
市
民
や

観
光
客
が
買
い
た
い
も
の
、

食
べ
た
い
も
の
、
見
た
い
も

の
、
体
験
し
た
い
も
の
を
作

る
べ
き
だ
。

市
長
▼
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

議
員
▼
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
日
本
一
を
目
指
し
て
き
た

が
、
若
い
世
代
の
定
住
に
つ

な
げ
る
た
め
に
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
検
索
で
き
る
必

要
が
あ
る
。

市
長
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て

議
員
▼
昨
今
の
食
品
な
ど
の

値
上
げ
に
よ
り
生
活
苦
を
訴

え
る
声
が
聞
か
れ
る
。
市
民

を
対
象
と
し
た
支
援
を
考
え

て
な
い
の
か
。

市
長
▼
予
定
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

若
い
世
代
の
移
住
定
住
を
促

進
す
る
た
め
に菊
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一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一 般 質 問11人の議員が市政を問う
議
員
▼
国
は
、
専
門
的
な
支

援
を
受
け
て
い
な
い
不
登
校

の
子
が
全
国
に
約
13
万
６
千

人
い
る
と
し
て
、
全
て
の
子

の
学
び
の
場
の
確
保
を
求
め

て
い
る
。
不
登
校
対
策
を
、

新
中
学
校
整
備
に
限
ら
ず
最

優
先
事
項
の
一
つ
に
位
置
づ

け
る
考
え
は
変
わ
ら
な
い
か
。

市
長
▼
位
置
づ
け
て
い
る
方

針
に
何
ら
変
わ
り
は
な
い
。

教
育
長
▼
教
育
委
員
会
と
し

て
も
、
同
じ
方
針
で
あ
る
。

議
員
▼
教
室
に
入
れ
な
い
子

が
校
内
で
過
ご
せ
る
「
居
場

所
」
に
、
専
任
の
支
援
員
が

い
る
学
校
は
何
校
あ
る
か
。

教
育
長
▼
中
学
校
２
校
に
は

教
諭
と
支
援
員
を
置
き
、
小

学
校
は
角
田
小
の
み
支
援
員

が
１
人
い
る
状
況
で
あ
る
。

議
員
▼
札
幌
市
は
職
員
室
の

一
角
を
区
切
る
居
場
所
で
、

利
用
し
た
子
の
82
％
で
登
校

状
況
が
改
善
し
た
。
新
中
学

校
完
成
を
待
た
ず
、
今
の
校

舎
で
、
部
屋
と
人
を
セ
ッ
ト

で
始
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
▼
直
ち
に
進
め
る
べ

き
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

空
き
教
室
や
職
員
室
の
一
角

も
活
用
し
て
進
め
た
い
。
落

ち
着
く
場
所
は
子
ど
も
自
身

に
決
め
て
も
ら
う
の
が
大
事
。

議
員
▼
国
は
令
和
９
年
度
予

算
の
概
算
要
求
で
、
居
場
所

の
支
援
員
の
予
算
を
12
億
円

か
ら
25
億
円
へ
倍
増
す
る
方

針
。
本
市
で
も
、
こ
の
財
源

を
活
用
す
る
の
か
。

教
育
長
▼
使
え
る
財
源
は
、

で
き
る
だ
け
活
用
し
た
い
。

議
員
▼
札
幌
市
は
、
子
ど
も

の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
健

康
観
察
ア
プ
リ
「
シ
ャ
ボ
テ

ン
ロ
グ
」
で
、
不
登
校
の
予

兆
を
早
期
に
つ
か
ん
で
い
る
。

本
市
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
▼
教
職
員
の
負
担
も

考
慮
す
る
と
と
も
に
、
無
料

ア
プ
リ
の
活
用
も
比
較
し
、

前
向
き
に
検
討
を
進
め
た
い
。

議
員
▼
自
宅
か
ら
出
ら
れ
な

い
子
に
は
、
通
う
居
場
所
で

は
届
か
な
い
。
札
幌
市
は
メ

タ
バ
ー
ス
（
仮
想
空
間
）
を

使
っ
て
、
自
宅
で
受
け
ら
れ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
支
援
を
実
際

に
行
っ
て
い
る
。
本
市
で
も

導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長
▼
利
用
者
は
恐
ら
く

１
人
か
ら
３
人
程
度
と
見
込

ま
れ
、
市
単
独
で
導
入
す
る

の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
▼
市
が
自
前
で
整
え
ず
、

民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
中
等
部

や
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
利
用
料
を
、
家
庭

に
助
成
し
て
は
ど
う
か
。
全

国
で
11
都
道
府
県
、
78
市
区

町
村
が
既
に
実
施
し
て
い
る
。

教
育
長
▼
オ
ン
ラ
イ
ン
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
活
用

は
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
事
業
者
を

通
じ
て
調
査
検
討
す
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
の
出
席
扱
い

は
、
要
件
が
７
つ
あ
り
難
し

い
が
、
認
め
る
方
向
で
進
め

た
い
。

議
員
▼
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
支

援
を
、
近
隣
自
治
体
と
共
同

で
運
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長
▼
大
河
原
管
内
教
育

長
会
議
な
ど
で
話
題
提
供
し
、

他
自
治
体
の
感
触
を
探
る
。

議
員
▼
こ
の
夏
、
角
田
市
で

開
催
さ
れ
た
「
ポ
ケ
モ
ン
天

文
台
」（
７
月
５
日
～
９
月

15
日
）
は
、
県
の
経
費
で
行

わ
れ
た
た
め
、
本
市
は
知
名

度
ア
ッ
プ
に
な
り
大
変
あ
り

が
た
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
「
か
く
だ

宇
宙
フ
ェ
ス
タ
」（
７
月
１

日
～
10
月
18
日
）
が
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
残
念
な
こ
と

に
市
民
に
事
前
告
知
が
な

か
っ
た
た
め
、
町
な
か
に
バ

ス
が
走
る
の
を
見
て
も
「
市

民
が
乗
っ
て
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
」
と
ぼ
や
き
が
出
る

ほ
ど
、
後
手
後
手
の
発
動
と

な
っ
た
。「
か
く
だ
宇
宙
フ
ェ

ス
タ
」
に
は
、
５
０
０
０
万

円
も
の
税
金
を
費
や
し
運
用

さ
れ
て
お
り
、
市
民
も
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
知
る
権
利
が

あ
る
。
市
民
へ
の
周
知
時
期

と
そ
の
方
法
を
問
う
。

市
長
▼
「
広
報
か
く
だ
」
に

は
、
今
年
４
月
号
～
９
月
号

ま
で
連
載
記
事
を
掲
載
し
、

準
備
段
階
か
ら
定
期
的
な
情

報
発
信
に
努
め
て
い
た
。

議
員
▼
循
環
バ
ス
を
運
行
す

る
の
で
あ
れ
ば
市
民
の
声
を

反
映
し
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

バ
ス
だ
け
で
な
く
食
事
処
や

市
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
て
検
証
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

市
長
▼
「
宇
宙
フ
ェ
ス
タ
」

が
終
わ
っ
た
ら
、
し
っ
か
り

と
各
関
係
者
、
市
民
の
声
を

集
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

「
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ

ム
の
運
用
」
に
つ
い
て　

〜
令
和
元
年
東
日
本
台
風

被
害
か
ら
学
ぶ
〜

議
員
▼
令
和
元
年
12
月
、
令

和
５
年
６
月
定
例
会
一
般
質

問
に
お
い
て
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
を
活
用
し
た
「
防

災
行
政
無
線
」
導
入
を
要
望

し
て
き
た
。
現
在
は
ど
の
よ

う
な
運
用
を
さ
れ
て
い
る
の

か
問
う
。

市
長
▼
今
年
９
月
１
日
よ
り

本
格
運
用
し
て
い
る
。
気

象
・
地
震
情
報
や
避
難
指
示
、

避
難
所
開
設
情
報
、
国
民
保

護
情
報
な
ど
の
緊
急
放
送
他
、

動
作
確
認
の
た
め
に
正
午
と

夕
方
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
よ
る

維
持
管
理
放
送
を
実
施
し
て

い
る
。

議
員
▼
水
害
時
の
警
戒
レ
ベ

ル
１
～
５
の
発
令
時
の
「
防

災
行
政
無
線
」
に
よ
る
対
応

を
問
う
。

市
長
▼
気
象
庁
等
か
ら
警
戒

レ
ベ
ル
４
、
警
戒
レ
ベ
ル
５

の
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た

際
に
緊
急
放
送
を
実
施
す
る
。

議
員
▼
防
災
行
政
無
線
が
ど

う
い
う
言
葉
で
発
信
さ
れ
る

か
分
か
ら
な
い
。
実
際
、
地

域
に
よ
っ
て
声
が
聞
こ
え
な

か
っ
た
り
、
早
か
っ
た
り
、

遅
か
っ
た
り
、
難
し
い
と
思

う
。
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
と
い

う
の
は
な
い
の
か
。

市
長
▼
よ
り
よ
い
情
報
伝
達

手
段
と
な
る
よ
う
に
調
整
を

し
て
い
く
、
そ
う
い
っ
た
運

用
方
法
で
今
臨
ん
で
い
る
と

こ
ろ
だ
。

札
幌
市
へ
の
視
察
を
踏
ま
え
た

不
登
校
児
童
生
徒
と
そ
の
家
庭

へ
の
支
援
強
化
に
つ
い
て

「
２
０
２
６
年
角
田
発
・

宇
宙
イ
ベ
ン
ト
」
に
つ
い
て

議
員
▼
角
田
市
学
校
の
適
正

化
規
模
等
に
関
す
る
基
本
構

想「
第
３
次
行
動
計
画
構
想
」

に
基
づ
く
学
校
再
編
・
統
合

の
具
体
化
方
針
に
よ
り
、
よ

う
や
く
「
角
田
市
新
中
学
校

整
備
基
本
計
画
（
案
）」
が

提
案
さ
れ
た
。
現
在
の
角
田

中
学
校
は
、
築
61
年
も
経
ち
、

お
世
辞
に
も
良
い
環
境
と
は

言
え
ず
、
も
っ
と
早
く
整
備

す
べ
き
だ
っ
た
と
の
思
い
と
、

80
億
円
と
想
定
さ
れ
る
整
備

費
の
妥
当
性
の
観
点
か
ら
、

次
の
質
問
を
す
る
。

　
建
設
予
定
地
は
「
旧
角
田

女
子
高
等
学
校
、約
４
万
㎡
」

だ
が
、
ま
だ
県
か
ら
譲
渡
さ

れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
取
得
が

遅
れ
て
い
る
の
か
、
理
由
を

問
う
。

教
育
長
▼
旧
角
田
女
子
高
等

学
校
跡
地
の
取
得
は
、
計
画

的
に
協
議
を
進
め
て
お
り
、

遅
延
し
て
い
る
認
識
は
な
い
。

議
員
▼
か
な
り
前
に
、
県
教

育
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、「
角
田
市
の
考
え

が
解
ら
な
い
の
で
、
県
と
し

て
は
動
き
よ
う
が
な
い
。」

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
非
公
式

に
は
交
渉
し
て
い
た
か
問
う
。

教
育
長
▼
令
和
２
年
１
月
に

策
定
し
た
「
角
田
市
学
校
の

適
正
規
模
等
に
関
す
る
基
本

構
想
」
の
中
で
、
角
田
中
学

校
と
北
角
田
中
学
校
を
統
合

し
旧
角
田
女
子
校
跡
地
に
新

設
す
る
と
い
う
案
を
示
し
て

い
る
の
で
、
時
期
が
来
た
ら

交
渉
を
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
話
は
し
て
い
る
。

議
員
▼
開
校
時
期
が
令
和
13

年
度
以
降
と
の
こ
と
だ
が
、

理
由
を
問
う
。

教
育
長
▼
土
地
の
取
得
と
、

設
計
工
事
に
２
年
半
〜
３
年

程
度
を
要
す
る
見
込
み
か
ら
、

開
校
時
期
は
最
短
で
令
和
13

年
４
月
を
見
込
ん
で
い
る
。

議
員
▼
基
本
方
針
の
具
体
策

に
は
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
を
実
現
す
る
環
境

を
整
え
ま
す
」
と
の
こ
と
だ

が
、
学
習
面
に
お
い
て
力
点

を
置
く
具
体
策
を
問
う
。

教
育
長
▼
①
協
働
的
な
学
び

の
創
出
、
②
個
別
最
適
な
学

び
の
推
進
、
③
教
職
員
の
指

導
力
向
上
で
あ
る
。
優
れ
た

校
舎
や
環
境
が
あ
っ
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
知
的
好
奇
心

を
引
き
出
す
の
は
教
師
の
指

導
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員
▼
美
里
町
で
実
施
し
て

い
る
「
地
域
学
校
連
携
室
」

が
学
校
に
設
置
さ
れ
た
場
合
、

地
域
や
外
部
の
目
が
入
り
不

登
校
や
い
じ
め
問
題
に
間
接

的
な
抑
止
効
果
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

教
育
長
▼
「
地
域
学
校
連
携

室
」
を
設
置
す
る
予
定
は
な

い
が
「
地
域
活
動
室
」
の
設

置
を
予
定
し
て
お
り
、
地
域

や
外
部
の
目
が
入
り
、
不
登

校
や
い
じ
め
の
防
止
に
間
接

的
な
抑
止
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

角
田
市
新
中
学
校
整
備
基
本

計
画
（
案
）
に
つ
い
て

議
員
▼
２
０
２
５
年
末
の
人

口
は
何
人
で
、
そ
の
数
は
、

本
市
の
第
６
次
長
期
総
合
計

画
の
目
標
値
と
比
較
し
ど
の

よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か

問
う
。

市
長
▼
２
０
２
５
年
12
月
31

日
現
在
の
本
市
の
人
口
は
２

万
５
９
２
０
人
で
、
第
６
次

長
期
総
合
計
画
の
将
来
人
口

目
標
値
２
万
７
１
９
３
人
に

比
較
し
、
１
２
７
３
人
の
減

少
と
な
っ
た
が
、
２
０
６
５

年
に
お
け
る
将
来
推
計
人
口

目
標
１
万
４
７
０
９
人
は
お

お
む
ね
妥
当
な
目
標
で
あ
る

と
評
価
し
て
い
る
。

議
員
▼
第
６
次
長
期
総
合
計

画
後
期
に
お
い
て
「
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
日
本
一
」
を

目
指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

ど
う
進
め
る
か
問
う
。

市
長
▼
「
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
日
本
一
」
を
目
指
し
、

保
育
料
・
子
ど
も
医
療
費
・

給
食
費
の
無
償
化
に
よ
る
経

済
的
負
担
の
軽
減
と
子
育
て

に
対
す
る
不
安
の
軽
減
の
両

面
の
取
り
組
み
か
ら
、
子
育

て
環
境
は
着
実
に
い
い
方
向

に
進
ん
で
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
、
市
民
か

ら
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
屋

内
遊
び
場
、
居
場
所
づ
く
り

な
ど
の
整
備
を
進
め
、
子
育

て
環
境
の
一
層
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

議
員
▼
「
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
日
本
一
」
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
広
く
市

民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
角
田

市
全
体
で
取
り
組
む
も
の
と

し
て
気
運
を
高
め
て
は
ど
う

か
問
う
。

市
長
▼
広
く
市
民
に
ご
理
解

を
い
た
だ
き
進
め
て
い
く
。

議
員
▼
直
近
の
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
と
今

後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

教
育
長
▼
令
和
８
年
度
の
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
は
、
小
中
学
生
と
も
に

全
国
平
均
を
下
回
っ
た
が
、

令
和
６
年
度
、
令
和
７
年
度
、

そ
し
て
今
年
度
と
、
全
国
平

均
と
の
差
は
次
第
に
縮
小
し

て
い
る
。
今
後
は
、
生
徒
同

士
が
意
見
を
交
わ
し
、
互
い

の
考
え
を
深
め
合
う
協
働
的
、

探
究
的
な
学
び
へ
の
転
換
や

１
人
１
台
端
末
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル

を
活
用
し
た
個
別
最
適
な
学

び
の
推
進
、
大
学
な
ど
と
連

携
し
、
教
員
が
指
導
力
を
高

め
ら
れ
る
環
境
整
備
に
努
め

て
い
く
。

議
員
▼
市
民
の
働
く
場
の
確

保
と
い
う
面
で
、
さ
ら
に
積

極
的
な
企
業
誘
致
が
必
要
か

と
思
い
、
問
う
。

市
長
▼
人
口
減
少
が
進
む
厳

し
い
状
況
の
中
、
宇
宙
産
業

の
誘
致
を
進
め
る
と
と
も
に
、

本
市
の
も
の
づ
く
り
産
業
と

新
た
な
産
業
を
つ
な
げ
て
い

く
な
ど
、
我
々
が
し
っ
か
り

と
先
導
し
て
や
っ
て
い
く
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

組
織
の
在
り
方
も
含
め
、
推

進
体
制
に
つ
い
て
、
今
後
検

討
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

人
口
減
少
の
実
態
と
関
連
施

策
に
つ
い
て

渡
　
邊
　
　
　
誠

星
　
　
　
隆
　
悦

齋
　
藤
　
克
　
敏

菅
　
野
　
マ
　
ホ
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一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

議
員
▼
小
田
・
裏
町
地
区
の

「
小
田
川
河
川
改
修
を
関
係

機
関
へ
要
請
」
を
問
う
。

市
長
▼
宮
城
県
大
河
原
土
木

事
務
所
に
確
認
を
し
た
と
こ

ろ
、
阿
武
隈
急
行
線
交
差
部

か
ら
地
蔵
堂
橋
ま
で
の
２
・

３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間

は
、
令
和
９
年
２
月
ま
で
に

測
量
設
計
業
務
が
完
了
予
定

で
、
工
事
は
、
測
量
業
務
終

了
を
勘
案
し
、
今
後
、
協
議

し
な
が
ら
進
め
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。

議
員
▼
令
和
６
年
３
月
、
尾

袋
川
・
小
田
川
流
域
が
特
定

都
市
河
川
お
よ
び
特
定
都
市

河
川
流
域
の
指
定
を
受
け
た

が
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被

害
対
策
法
の
目
的
に
、
流
域

水
害
対
策
計
画
の
策
定
、
河

川
管
理
者
に
よ
る
雨
水
貯
留

施
設
整
備
そ
の
他
の
計
画
も

あ
り
、
小
田
川
の
工
事
と
の

整
合
性
を
問
う
。

市
長
▼
河
川
は
県
と
協
議
を

し
、
流
域
治
水
の
中
で
の
流

域
水
害
対
策
計
画
と
な
り
、

関
係
機
関
で
協
議
を
し
て
い

く
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
小

田
川
の
流
域
の
た
め
、
大
沼

水
田
の
雨
水
は
小
田
川
の
下

を
サ
イ
フ
ォ
ン
に
よ
り
右
岸

側
に
流
し
て
長
瀞
の
流
水
と

合
流
さ
せ
排
水
機
場
を
設
け

た
中
で
阿
武
隈
川
に
流
す
計

画
で
あ
る
。

議
員
▼
左
関
地
区
の
「
関
ノ

内
地
区
に
排
水
ポ
ン
プ
の
新

設
」
を
問
う
。

市
長
▼
排
水
ポ
ン
プ
は
令
和

８
年
９
月
末
に
完
成
し
、
竣

工
検
査
を
受
け
た
。
排
水
流

域
は
、
関
ノ
内
・
明
地
地
区

20
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ポ
ン

プ
の
口
径
４
０
０
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
、
排
水
能
力
毎
分
18
立

方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

議
員
▼
左
関
の
排
水
機
場
は
、

裏
町
の
排
水
機
場
を
移
築
し

た
も
の
を
取
り
外
す
の
か
。

上
下
水
道
事
業
所
長
▼
左
関

の
雨
水
ポ
ン
プ
は
、
令
和
９

年
度
に
概
略
設
計
を
予
定
し

て
お
り
、
機
能
的
な
部
分
を

検
討
し
令
和
12
年
～
15
年
に

工
事
を
計
画
し
て
い
る
。

議
員
▼
枝
野
地
区
「
沼
尻
排

水
機
場
の
排
水
ポ
ン
プ
機
能

強
化
」「
県
道
丸
森
柴
田
線

の
道
路
の
嵩か
さ
上
げ
を
関
係
機

関
に
要
請
」
の
状
況
を
問
う
。

市
長
▼
沼
尻
排
水
機
場
の
排

水
ポ
ン
プ
機
能
強
化
の
進
捗

状
況
は
、
小
斎
・
枝
野
地
区

排
水
対
策
協
議
会
を
設
置
し

て
い
る
。
10
月
上
旬
に
県
と

排
水
系
統
や
断
面
等
の
状
況

確
認
を
行
っ
た
後
に
協
議
会

を
開
催
し
、
協
議
を
す
る
予

定
。
県
道
丸
森
柴
田
線
の
嵩か
さ

上
げ
は
、
令
和
７
年
度
に
、

道
路
概
略
設
計
に
着
手
し
、

今
年
度
は
、
軟
弱
地
盤
の
調

査
や
対
策
工
の
検
討
を
行
う

予
定
と
の
た
め
、
早
期
整
備

に
向
け
て
働
き
か
け
る
。

角
田
市
防
災
・
減
災
構
想
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

一 般 質 問11人の議員が市政を問う
議
員
▼
市
民
生
活
を
脅
か
す

異
常
気
象
変
動
危
機
対
応
に

関
し
、
単
刀
直
入
に
風
水
害

に
特
化
し
た
質
問
を
す
る
。

本
市
に
お
い
て
は
こ
う
し
た

苦
境
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
な

く
平
穏
に
過
ご
せ
て
い
る
こ

と
は
幸
運
と
感
じ
て
い
る
が
、

今
夏
の
気
象
状
況
や
今
後
の

変
動
予
測
な
ど
か
ら
激
甚
災

害
が
襲
う
や
も
し
れ
な
い
と

危
惧
す
る
が
、
こ
の
状
況
に

対
す
る
市
長
の
認
識
な
り
危

機
意
識
度
合
い
を
問
う
。

市
長
▼
常
に
明
日
は
我
が
身

と
し
て
危
機
感
を
持
ち
対
応

し
て
い
る
。「
人
の
命
」
を

守
る
た
め
緊
急
連
絡
体
制
の

整
備
な
ど
自
主
防
災
組
織
に

よ
り
防
災
力
向
上
を
図
る
。

議
員
▼
肝
心
な
こ
と
は
「
ど

う
や
っ
て
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
そ
の
自
主
防
災
組
織

も
未
組
織
行
政
区
も
あ
る
と

か
。
確
実
に
防
災
力
を
高
め

る
に
は
こ
の
辺
り
か
ら
点
検

見
直
し
が
必
要
か
と
思
う
が

ど
う
な
の
か
問
う
。

市
長
▼
ま
ず
行
政
が
や
る
こ

と
と
し
て
連
絡
体
制
を
含
め

た
防
災
組
織
を
全
地
区
が

し
っ
か
り
と
作
成
す
る
こ
と
。

そ
れ
に
基
づ
く
訓
練
と
点

検
・
連
携
が
大
切
と
思
う
。

議
員
▼
防
災
情
報
の
収
集
・

分
析
に
加
え
て
市
民
へ
の
伝

達
・
指
示
そ
れ
に
続
い
て
市

民
住
民
の
避
難
行
動
に
移
っ

て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
体
制

や
能
力
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
市

長
の
見
解
を
問
う
。

市
長
▼
市
街
地
ほ
ど
大
事
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が

懸
念
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、

平
時
か
ら
災
害
時
ま
で
切
れ

目
の
な
い
取
り
組
み
を
着
実

に
進
め
地
域
に
お
け
る
助
け

合
い
の
重
要
性
に
つ
い
て
啓

発
し
て
い
く
。

議
員
▼
平
常
時
啓
蒙
・
啓
発

は
欠
か
せ
な
い
準
備
活
動
だ
。

特
に
要
支
援
者
に
お
い
て
は

行
政
と
各
行
政
区
と
の
連
携

を
中
心
に
見
直
す
時
期
と
憂

慮
す
る
が
見
解
を
問
う
。

市
長
▼
要
配
慮
者
を
誰
が
支

援
し
ど
こ
へ
ど
の
よ
う
に
避

難
す
る
の
か
確
認
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
避
難
行
動
要

支
援
者
に
対
す
る
個
別
避
難

計
画
も
作
成
し
て
い
く
。
各

行
政
区
の
特
性
に
応
じ
た
支

援
体
制
の
構
築
を
通
じ
て
、

防
災
力
向
上
に
努
め
る
。

議
員
▼
仕
組
み
は
あ
る
が
現

実
に
は
機
能
し
な
い
、
実
対

応
行
動
と
し
て
「
素
早
く
」

「
安
全
に
」「
確
実
に
」
行
動

に
移
せ
る
か
危
惧
す
る
。
重

要
な
の
は
地
区
内
に
お
け
る

人
間
関
係
で
あ
り
絆
が
深
く

関
わ
る
局
面
で
、
そ
れ
を
行

政
の
立
場
か
ら
強
く
誘
導
す

る
こ
と
が
災
害
対
策
・
避
難

活
動
の
根
幹
と
思
う
が
。

市
長
▼
真
に
こ
れ
は
行
政
が

担
わ
ね
ば
な
ら
な
い
部
分
だ

と
思
っ
て
い
る
。
地
域
活
動

団
体
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ

地
域
の
力
を
集
結
し
た
取
り

組
み
が
重
要
と
考
え
る
。

市
民
生
活
を
脅
か
す
異
常
気

象
変
動
危
機
対
応
に
関
し
て

日
　
下
　
七
　
郎

柄
　
目
　
孝
　
治

議
員
▼
市
内
に
お
け
る
独
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
推
移
と
、

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
を
把

握
し
て
い
る
か
。

市
長
▼
令
和
５
年
度
が
１
９

８
８
人
、
令
和
６
年
度
が
２

０
６
７
人
、
令
和
７
年
度
が

２
１
３
８
人
と
増
加
し
て
い

る
。
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

は
情
報
提
供
を
通
じ
て
把
握
。

議
員
▼
身
寄
り
の
な
い
高
齢

者
へ
の
対
策
は
し
て
い
る
か
。

市
長
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
総
合
相
談
で
生
活
状

況
や
意
向
を
確
認
し
な
が
ら

支
援
し
て
い
る
。

議
員
▼
身
寄
り
の
な
い
高
齢

者
が
入
院
す
る
際
、
身
元
保

証
人
が
困
難
だ
が
支
援
は
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
▼
親
族
な
ど
探
し
て
身
元

保
証
人
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
相
談
し
て
い
る
。

議
員
▼
認
知
症
や
病
気
の
進

行
で
意
思
表
示
が
で
き
な
い

場
合
、
そ
の
後
の
治
療
に
影

響
す
る
が
支
援
は
ど
う
か
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
▼
遺
言
書
や
医
療
に
関
す

る
事
前
指
示
書
が
優
先
さ
れ

る
。
緊
急
の
場
合
は
、
医
療

チ
ー
ム
が
最
善
の
判
断
を
下

す
こ
と
と
な
る
。

議
員
▼
身
寄
り
の
な
い
高
齢

者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
の
死

後
事
務
は
行
政
で
ど
こ
ま
で

対
応
す
る
か
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
▼
介
護
支
援
課
や
社
会
福

祉
課
で
死
後
事
務
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

議
員
▼
令
和
７
年
４
月
に
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
た
が
利
用
状
況
は
。

市
長
▼
昨
年
度
は
61
人
の
相

談
で
、
利
用
の
流
れ
の
助
言

や
書
類
作
成
支
援
を
実
施
。

議
員
▼
特
に
高
齢
者
世
帯
は
、

特
殊
詐
欺
な
ど
の
被
害
リ
ス

ク
が
高
ま
る
が
対
策
は
。

市
長
▼
生
活
環
境
課
に
消
費

生
活
相
談
に
関
わ
る
専
任
の

職
員
を
配
置
し
て
相
談
体
制

を
構
築
。
消
費
被
害
の
出
前

講
座
の
開
催
や
広
報
紙
な
ど

で
も
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

議
員
▼
注
意
喚
起
だ
け
で
な

く
防
犯
機
能
が
付
い
た
電
話

機
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
購
入
補

助
も
有
効
と
思
う
が
。

市
長
▼
警
察
に
て
固
定
電
話

に
付
け
る
補
助
装
置
を
貸
し

出
し
て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ

の
購
入
補
助
は
検
討
中
。

ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

議
員
▼
指
定
ゴ
ミ
袋
の
価
格

設
定
は
適
正
で
あ
る
か
。

市
長
▼
製
造
原
価
や
販
売
店

へ
の
手
数
料
な
ど
加
味
し
て

仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
で
設
定
し
て
い
る
。

議
員
▼
中
東
情
勢
の
影
響
に

よ
る
ナ
フ
サ
不
足
か
ら
、
大

崎
地
方
で
ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル

が
緩
和
さ
れ
て
い
る
が
、
ゴ

ミ
袋
不
足
と
な
ら
ぬ
よ
う
仙

南
で
も
緩
和
す
べ
き
で
は
。

市
長
▼
製
造
原
料
を
変
更
す

る
な
ど
対
策
し
て
お
り
安
定

供
給
の
目
途
が
立
っ
て
い
る
。

高
齢
者
世
帯
の
安
心
、
安
全

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

齋
　
藤
　
　
　
強

議
員
▼
こ
れ
ま
で
球
団
側
と

の
間
で
ど
の
よ
う
な
協
議
や

情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
問
う
。

市
長
▼
現
在
ま
で
数
回
に
わ

た
り
、
楽
天
野
球
団
と
の
協

議
な
ど
を
重
ね
て
い
る
。
協

議
時
に
は
、
球
団
側
か
ら
移

転
・
整
備
に
お
い
て
の
考
え

が
提
示
さ
れ
、
そ
の
提
示
さ

れ
た
内
容
に
対
す
る
市
の
対

応
案
を
示
す
形
で
協
議
を
進

め
て
い
る
。
協
議
内
容
に
つ

い
て
は
、
楽
天
野
球
団
と
交

渉
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お

答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
年
内
に
移
転
候
補
を
５

カ
所
程
度
に
絞
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
ま
ず
は
、
そ
の

中
に
残
る
こ
と
を
目
標
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員
▼
誘
致
に
あ
た
り
、
ど

の
よ
う
な
構
想
を
描
い
て
い

る
か
問
う
。

市
長
▼
か
く
だ
ス
ポ
ー
ツ
ビ

レ
ッ
ジ
内
の
既
存
野
球
場
を

メ
イ
ン
球
場
へ
改
修
し
、
隣

接
地
に
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

議
員
▼
誘
致
が
実
現
し
た
場

合
、
本
市
に
は
ど
の
よ
う
な

経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
の

か
問
う
。

市
長
▼
第
一
に
球
場
な
ど
の

整
備
に
係
る
工
事
費
な
ど
に

よ
る
整
備
効
果
が
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
２
軍
の
試
合

の
観
戦
者
に
よ
る
消
費
効
果

や
２
軍
拠
点
運
営
に
伴
う
運

営
効
果
が
経
済
効
果
と
し
て

期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

議
員
▼
誘
致
に
伴
い
、
本
市

と
し
て
ど
の
程
度
の
財
政
負

担
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
財
源
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
問
う
。

市
長
▼
相
当
程
度
の
費
用
負

担
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
財
源
と
し
て
は
、
楽
天

野
球
団
か
ら
の
球
場
使
用
料

や
国・県
補
助
金
、
個
人
版・

企
業
版
の
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
な
ど
を
活
用
し
、
財
源
を

確
保
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員
▼
誘
致
が
実
現
す
れ
ば
、

市
民
、
と
り
わ
け
子
ど
も
た

ち
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

を
還
元
し
て
い
く
考
え
な
の

か
問
う
。

市
長
▼
選
手
の
練
習
風
景
を

間
近
で
見
た
り
、
選
手
に
よ

る
野
球
教
室
な
ど
を
通
し
交

流
す
る
こ
と
で
プ
ロ
野
球
を

身
近
に
感
じ
る
機
会
に
な
る

と
思
う
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
や
学
校
の
部
活
動
と

連
携
し
、
技
術
的
な
指
導
を

す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

議
員
▼
今
後
ど
の
よ
う
な
点

を
球
団
に
対
す
る
強
み
と
し

て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
考
え

な
の
か
問
う
。

市
長
▼
楽
天
モ
バ
イ
ル
最
強

パ
ー
ク
宮
城
か
ら
の
距
離
の

近
さ
や
県
内
で
は
比
較
的
温

暖
な
気
候
で
あ
る
こ
と
、
食

材
と
し
て
米
、
肉
、
野
菜
を

地
元
で
そ
ろ
え
ら
れ
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス

の
２
軍
拠
点
誘
致
に
つ
い
て

瀧
　
口
　
聖
　
人
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一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

一般質問の
映像配信を
ご覧いただ
けます。

行 政 視 察 報 告

議
員
▼
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ

の
た
め
、
生
産
コ
ス
ト
が
急

激
に
上
昇
し
、
農
業
所
得
の

減
少
を
招
き
、
施
設
園
芸
の

経
営
に
大
き
な
影
響
が
出
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
園
芸
特
産
重
点
強
化

整
備
事
業
の
市
の
補
助
率
を

６
分
の
１
か
ら
３
分
の
１
に

引
き
上
げ
、
生
産
者
負
担
を

３
分
の
１
と
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

市
長
▼
調
査
し
、
需
要
が
見

い
出
せ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

議
員
▼
環
境
に
配
慮
し
、
初

期
投
資
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と

で
費
用
対
効
果
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

な
ど
の
中
古
施
設
の
移
設
に

係
る
費
用
（
材
料
費
、
輸
送

費
、
移
設
費
な
ど
）
へ
の
助

成
制
度
を
設
け
、
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
資

材
な
ど
の
有
効
活
用
と
流
動

化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
▼
現
状
を
調
査
し
、
民

業
を
圧
迫
し
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
他
の
事
例
も
参
考
に
し

て
再
度
考
え
た
い
。

議
員
▼
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

営
農
を
継
続
で
き
な
く
な
っ

た
農
業
者
の
施
設
を
賃
貸

（
リ
ー
ス
）
す
る
場
合
の
支

援
制
度
を
創
設
し
、
リ
ー
ス

料
の
一
部
を
助
成
す
る
べ
き

で
は
。

市
長
▼
ど
う
い
っ
た
事
例
が

あ
る
か
調
査
し
、
知
見
を
得

た
い
。

角
田
市
地
域
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
計
画（
地
域
計
画
）

の
実
践
状
況
に
つ
い
て

議
員
▼
現
在
実
践
さ
れ
て
い

る
本
市
の
地
域
計
画
は
平
場

の
水
田
の
集
積
・
集
約
化
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
い

わ
ゆ
る
中
山
間
地
域
の
農
家

農
地
に
つ
い
て
は
、
今
後
ど

の
よ
う
な
将
来
像
を
描
い
て

い
く
の
か
。

市
長
▼
地
域
検
討
会
を
通
じ

て
担
い
手
を
は
じ
め
と
し
た

地
域
の
意
見
を
伺
い
関
係
機

関
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

議
員
▼
地
域
計
画
を
実
効
性

の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
現
耕
作
者
と
将
来
の
担

い
手
と
な
る
経
営
体
の
意
向

を
早
急
に
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
、
市
と
し

て
意
向
調
査
を
実
施
す
る
か
。

市
長
▼
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実

施
に
向
け
て
調
整
し
て
い
く
。

議
員
▼
地
域
計
画
を
形
骸
化

さ
せ
ず
、
実
効
性
の
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
、
策
定
後
の

農
地
集
積
・
集
約
化
の
進
捗

を
ど
の
よ
う
に
検
証
し
、
今

後
ど
の
よ
う
に
計
画
の
見
直

し
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

進
め
て
い
く
の
か
。

市
長
▼
各
地
区
の
農
地
集
積

率
を
確
認
し
、
達
成
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
、
結
果
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
議
論

を
深
め
た
い
。
地
域
農
業
の

課
題
の
洗
い
出
し
を
常
に
行

い
形
骸
化
を
防
ぎ
、
実
効
性

の
あ
る
計
画
に
し
た
い
。

施
設
園
芸
等
の
新
規
就
農
者

支
援
に
つ
い
て

議
員
▼
地
方
公
共
団
体
の
障

害
者
の
法
定
雇
用
率
は
３
・

０
％
だ
が
、
本
市
の
最
新
の

障
害
者
雇
用
率
と
障
害
者
雇

用
数
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
令
和
８
年
６
月
１
日

現
在
、障
害
者
雇
用
率
は
２・

67
％
で
、
雇
用
障
害
者
数
は

６
人
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
▼
法
定
雇
用
率
未
満
の

本
市
の
障
害
者
雇
用
納
付
金

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長
▼
障
害
者
雇
用
納
付
金

制
度
は
、
一
定
規
模
を
超
え

る
民
間
事
業
主
を
対
象
と
す

る
制
度
で
、
地
方
公
共
団
体

は
納
付
金
の
納
付
対
象
外
。

一
方
、
地
方
公
共
団
体
に
も

法
定
雇
用
率
を
達
成
す
る
義

務
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
障
害

の
あ
る
方
の
計
画
的
な
採
用

や
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の

整
備
に
取
り
組
み
、
法
定
雇

用
率
の
達
成
に
努
め
て
い
る
。

議
員
▼
「
障
害
者
活
躍
推
進

計
画
」
は
既
に
、
本
市
で
は
、

作
成
さ
れ
て
い
る
か
問
う
。

市
長
▼
任
命
権
者
の
連
名

（
市
長
、
教
育
委
員
会
、
議

会
議
長
な
ど
）
で
、
令
和
８

年
４
月
に
「
角
田
市
障
害
者

活
躍
推
進
計
画
（
第
２
期
）」

を
策
定
し
て
い
る
。

議
員
▼
今
後
の
障
害
者
雇
用

の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
問
う
。

市
長
▼
法
定
雇
用
率
を
達
成

す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
だ
。

い
ま
だ
達
成
し
得
て
い
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
何
と
か

達
成
し
た
い
。
そ
の
上
で
、

障
害
者
雇
用
人
数
を
確
保
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
の

特
性
や
必
要
な
配
慮
に
つ
い

て
職
員
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
採
用
し
た
職
員
の

方
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
環
境
を
整
え
て
い

く
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。

「
補
聴
器
で
健
康
寿
命
の
延

伸
へ
」
に
つ
い
て

議
員
▼
私
は
、
角
田
市
議
会

第
４
１
９
回
定
例
会
で
「
補

聴
器
購
入
助
成
制
度
」
の
導

入
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
後

の
検
討
状
況
を
問
う
。

市
長
▼
加
齢
性
難
聴
の
支
援

は
、
聴
力
の
検
査
、
補
聴
器

購
入
助
成
、
難
聴
や
補
聴

器
の
相
談
と
多
岐
に
わ
た

る
。
令
和
９
年
度
か
ら
11
年

度
ま
で
の
取
り
組
み
を
定
め

る
「
第
10
期
角
田
市
高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
」
に
お
い
て
、
加
齢
性

難
聴
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

対
応
を
行
う
か
、
整
理
し
て

い
く
。

議
員
▼
そ
の
計
画
の
内
容
は
、

前
向
き
な
の
か
、
そ
う
で
な

い
の
か
含
め
て
、
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
、
問
う
。

市
長
▼
実
施
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
他
の
自
治
体
も
踏
ま

え
、
健
康
で
長
生
き
に
つ
な

が
る
知
見
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
行

う
か
を
取
り
ま
と
め
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

本
市
に
お
け
る
障
害
者
雇
用

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

八
　
島
　
定
　
雄

戸
　
村
　
眞
喜
夫

一 般 質 問
　
７
月
28
日
、
１
日
の
会
期
で
行
わ
れ
た
臨

時
会
で
は
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

角
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
で
は
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
等
の
追
加
。
歳
出
で
は
、

国
補
正
予
算
に
係
る
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

中
小
企
業
者
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
物
価
高
騰

対
策
支
援
事
業
補
助
金
の
交
付
に
係
る
経
費

の
増
額
補
正
を
す
る
ほ
か
、
中
小
企
業
振
興

資
金
融
資
事
業
の
融
資
可
能
金
額
を
拡
大
さ

せ
る
た
め
、
預
託
金
お
よ
び
宮
城
県
信
用
保

証
協
会
へ
の
保
証
料
補
給
金
を
増
額
補
正
、

関
ノ
内
団
地
の
大
規
模
盛
土
滑
動
崩
落
防
止

工
事
の
実
施
に
向
け
た
補
償
費
算
定
業
務
な

ど
の
増
額
補
正
を
す
る
も
の
。

　
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
１
億
99
万
円
を

追
加
す
る
も
の
。

議 

会 

日 

誌

７
月

21
日　

�

第
４
３
８
回
臨
時
会
招
集
告
示
・
会

派
代
表
者
会
議

23
日　
議
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会

28
日　
本
会
議
（
第
１
日
）

30
日　
一
般
会
議

８
月

１
日　
議
会
だ
よ
り
第
２
３
７
号
発
行

26
日　

�

第
４
３
９
回
定
例
会
招
集
告
示
・
全

員
協
議
会
・
会
派
代
表
者
会
議

28
日　

�

議
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

９
月

２
日　

�

本
会
議（
第
１
日
）・正
副
委
員
長
会
議

４
日　
議
会
運
営
委
員
会

11
日　

�

本
会
議
（
第
２
日
）・
決
算
審
査
特

別
委
員
会
（
第
１
日
）

14
日　
決
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教育厚生建設常任委員会 総務産業常任委員会

第
４
３
８
回
臨
時
会

　委員会の所管する課題について先進自治体の
事業を調査・研究するため、視察を行いました。

北海道札幌市
「不登校対策（仮想空間（メタバース）の活用を含む。）
の取組について」ほか
　札幌市では、不登校対策の一環で、児童生徒に毎
朝の体調・気分をタブレットに入力してもらい、日々
の体調・気分を把握することで不登校になる前の初
期対応の仕組みを取り入れていた。また、既存の教
室・職員室の一角を活用した校内の居場所づくりに
取り組むとともに、外出困難な児童生徒などへの支
援としてオンライン支援（メタバースなど）を行っ
ていた。調査した内容から、本市では、優先度をつ
けて実施検討していかなければならないということ
を改めて確認した。札幌市での取り組みを参考に、
本市における喫緊の課題である不登校問題について、
早急に対策を実施するように提言していく。
その他の視察先：北海道栗山町、北海道石狩市

北海道栗山町
「地域おこし協力隊の活動状況とこれまでの実績に
ついて」ほか
　栗山町地域おこし協力隊は、９人の協力隊員が活
動しており、町内に生活拠点を移した上で、コミュ
ニティ活動の支援や、地域資源の発掘・振興に関す
る活動、農業などの支援活動、町の情報発信に関す
る活動などを行っていた。課題は、①隊員と職員と
の信頼関係構築と相互協力による業務遂行、②隊員
の定着化に向けた早期の合意形成、③隊員の定着化
に必要な支援策の充実化とのこと。本市における地
域おこし協力隊の任期終了後の定住率や起業率は高
いとは言えない。職員が伴走しながら指導・育成を
行い、信頼関係を構築することが重要と学んだため、
今後、さまざまな機会を捉えて提言していく。
その他の視察先：北海道大樹町、北海道恵庭市

総務産業常任委員会・教育厚生建設常任委員会
７月７日（火）～９日（木）視察期間

総 務 産 業
常任委員会

【視察者】
星隆悦委員長　瀧口聖人副委員長
馬場道晴委員　湯村勇委員　柄目孝治委員

教育厚生建設
常任委員会

【視察者】
武藤広一委員長　戸村眞喜夫副委員長
齋藤克敏委員　齋藤強委員　菅野マホ委員
堀田孝一委員　渡邊誠委員
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令和８年熊本地震
義援金を送金しました
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

編 集 後 記
　今年は、エルニーニョに起因しているの
か梅雨明けも８月にずれ込み、９月になっ
ても秋雨前線が活発で不順な天気が続きま
した。稲刈りや畑作業に気をもんだ方も多
いのではないでしょうか。幸い本市では大
きな災害はなかったものの、全国を見渡せ
ば、北陸や千葉県など連日のように豪雨に
よる災害が報道され、多くの人命も失われ
ました。お悔やみ申し上げます。本市にお
いても、豪雨に備えた工事なども進んでい
るところですが、基本は自助・共助ですの
で備えや避難場所の再確認をお願いします。
　議会だより編集会議

委員　菊地　利衛

　７月28日に発生した熊本地震に対し、角田市議会議員会より、
九州市議会議長会へ150,000円の義援金を送金いたしました。
　被災地の一日も早い復旧・復興を心よりお祈り申し上げます。

チャレンジデーに参加
　10月７日に開催された「角田市チャレンジデー 2026」に市議会議員も
参加し、関節痛の予防や心を落ち着かせる「カラダのメンテナンス体操」
を行いました。
　チャレンジデーは、角田市内の全ての方を対象に15分以上のからだを
動かすことを呼びかけ、日常生活に運動を取り入れるきっかけとする日で
す。今年の参加数は9,439人でした。

一般会議を開催・市長へ政策提言一般会議を開催・市長へ政策提言

　議会への市民参加の機会を設けるとともに、多様な住民の意思・
意見を聴取し、そこから発生する市政上の課題に対応するための政
策提案の拡大を図ることを目的とする一般会議を、７月30日、市
民センターで開催しました。
　今回の議題は「地域猫活動への理解とその課題について」で、市
議会からは教育厚生建設常任委員会の委員が出席。地域猫活動団体
の活動内容や地域の現状、課題を聴き、意見交換を行いました。
　この一般会議を踏まえ、同常任委員会は「『地域猫活動』に関す
る提言書」を９月30日に市長へ提出。市へ、野良猫問題などの実
態把握や啓蒙活動、積極的な情報発信、地域猫活動に対する支援を
行うよう政策提言いたしました。

不妊・去勢手術が済んだ地域猫は「さくら猫」
と呼ばれます。オスは右耳、メスは左耳の先が
カットされ、さくらの花びらと形が似ているた
めこのように言われています。

本会議の日程（午前10時開会）

12月７日 提案理由の説明
16日 質疑・自由討議
18日 討論・表決・一般質問
21日 一般質問
22日 最終日

会期 12月７日（月）～12月22日（火）12月定例会の予定

※�日程は変更になる場
合があります。
※�本会議はすべて傍聴
が可能です。また、
ライブ配信（生中継）
を行います。

アクティブシティ角田

～地域猫活動について～

▲一般会議の様子

▲武藤委員長・戸村副委員長から、市長へ提言書を提出
▲報告書は
こちらから
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